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0...複合経営民家をたずねて一町内の良家を�  4固にわ 


た って紹介してきましたが，今月は福良猛さん(坂本) 


の養賊(ょうまん)経営を訪ねてみました。

福良さんは養鰻経営をはじめて�  8年になりますが， 

鑑さんヵ、中心になって取り組んだのは今年から。それ 


までは源一郎さん(父)が主に経営していたそうです。� 町民のうごき
o.一今年 2月に� 6認(約 5万匹)の中国産シラスを購入。 世帯数 ト935 男


1年 間での出荷を試みるためや品種の特徴をつかむた 人口�  8.22J 女

昭和52年 6月l日現在

めの試験も兼ねているようです。
男 女 計

ハウス内 〈写真〉 の温度は� 25-27度に調整。停電が 出生� 2 3 5 


あると� 1時間で全滅する危険があり ， 自家用発電機に 死亡� 6 3 9 


切り替えなければならないので一時も離れることがで 転入� 10 J6 26 


きないようです。
転出� 3 J J J4 

ハウス内のパイプの修繕をしながら猛さんは「最近

は養鰻経営が低調のように言われていま すが，今更み

かん栽培に切り替えることはできません。そのために

はもっと研究しなければな りません。 人に開くことも

大切ですが，やはり自分で実際にやってみるため，今 '77 
年も購入時期， 出荷時期，品種等において試験的な経

営をしています。」と話し ていますが，飼料代や重油代

に頭を痛めているのは， 他 の複合経営も同じようです。 %zfA一復合経営農家をたずねて�  (5)一� 

*
養
鰻 
(
ょ
う
ま
ん
)
経
営
の
悩
み
も
飼
料
と
重
油
代

-嵐覇防福場跡醐麗副題趣旨軍用躍酬圃� 国関詞臓蝿趨嫡司・鵬甫血税概謀幽霊副理加!崎臨調Li l11i 日 哩趨細細圏
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テキストボックス
一年での出荷が有利

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和52年� 7月 1日 iJλ d つ つ ら 第85号 (2) 

A
学
政
、
乳
幼
児
学
級
を
設
け
る
な

第
二
年
目
を
迎
え
、
新
し
く 
P
T 

ど、

そ
の
内
谷
充
実
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
何
と
い

っ
て
も
、
参
加
し

て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が

た
い
せ

つ
で
す
。

ど
う
か
こ
の
総
合
大
学
を
「
自
分

た
ち
の
大
学
」
と
し
て
育
て
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す

1 


二
年
目
を
迎
え
た

社
会
総
合
大
学
に
よ
せ
て

勝
浦
町
長

社
会
総
合
大
学
開
校
(
二
年
)に

あ
た
っ
て

勝
浦
町
教
育
委
貝
会
教
育
長

吉

岡

喜

美

雄

町
民
み
な
さ
ん
が
い
つ
で
も
だ
れ

で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
大
学
と
し

て
昨
年
開
設
し
ま
し
た
勝
浦
町
社
会

総
合
大
学
は
本
年
を
も
っ
て
第
二
年

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
な
に
か

と
不
安
で
あ
り
ま
し
た
が
町
民
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

昨
年
一
年
間
に
学
習
さ
れ
ま
し
た
方

は
延
べ
二
千
人
に
も
達
す
る
と
い
う

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

本
年
は
、 

学
級
を
新
ら
し

P
T
A

く
設
け
る
な
ど
充
実
し
た
豊
富
な
学

習
内
容
に
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
私
た
ち
を

と
り
ま
く
現
代
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し

く
ゆ
れ
動
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
生
涯

学
留
と
一
玄
っ
て
そ
の
時
代
に
あ
っ
た

学
習
を
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
吸

収
し
身
に
つ
け
て
頂
く
必
要
が
あ
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
学
習
の
場
を

町
民
の
方
向
吋
に
提
供
し
よ
う
と
す
る

の
が
社
会
総
合
大
学
開
校
の
ね
ら
い

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
趣
旨

を
ご
理
解
頂
き
な
が
ら
社
会
総
合
大

学
は
自
分
た
ち
の
大
学
で
あ
る
と
い

う
ご
認
識
の
も
と
に
一
人
で
も
多
く

の
方
が
進
ん
で
ご
参
加
を
頂
き
自
己

研
修
に
励
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
開
校
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

堺

福

学 ちj 内� ~γゴ、f学 制l 人員

同和教育，家庭教育，福祉問題，健康� 

時間

35 100名①高齢者教室
相談.レクリ ェーシ ョン，政治学習等

を盆

i'

②綿入学級 料理教室，同和教育，家庭教育，電気� 40 60名
中 の知識，レクリェーンョン.政治学習等� 

野外活動.同和教育，家庭教育，体力� 30 rt tl③fi-年学級
づ くり，政治・経済，文芸 ・手芸等

100 
卜

九す
。県

央 家庭における同和教育，楽しい家庭‘� 
④家庭教育学級 30 小学校

こどものしつけ.育児等

あそびとしつけ.けがの手当，ことば� 

』物� 

24 30名
議

⑤乳幼児学級
や遊ひ¥か らだと病気.同和教育等

文化刈(①俳句学級(短歌，� 111柳� 30 30~民
⑥芸 術 学 級

選択コマス②習字学級� 50 30名� 

'l't外活動.広報活動.体力テスト，研a 
⑦� PT A'平ー級 67 

究学i行.純子座絞会.球技大会

詠会勝浦支部忠品目今;iift.i;':;岳 i盟l回寺教 室11③詩
 

ゐ庁官事会げを、て占曲折酎会.
H

c
占ま苛さl
1也1lli，山陣梨1h.を

〔趨実� 
111i

荊砲のな1剖 食，fl.1J Il.:J t 数回 希望者⑨11f1 波紋 座 二(-;主ど� 

修住地院やれ1'1うlI!でグル プ.つ栽く， り 研
しましょ 。 r本証~-;R fヒ ザバWJ.

f-.riーなど)
⑬地 区 議 座

昭和52年度 対話と健康を求める

勝浦町社会総合大学
 

だ
れ
で
も
自
由
に
、

気
軽
に
学
習
が
で
き

る
と
、
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
社
会

総
合
大
学
は
、
い
よ

い
よ
二
年
目
を
迎
、
之
、

去
る
五
月
二
十
六
日

に
住
民
福
祉
セ

ン
タ

ー
で
老
人
会
、
婦
人

U
A

、
青
年
会
の
ほ
か

E各
学
級
生
二
百
人
余

り
の
方
が
出
席
さ
れ

盛
大
に
開
講
式
が
開

か
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
土
口
問
教

育
長
の
あ
い
さ
つ
か

ら
、
堺
町
長
、
山
本
議
長
、
岡
本
社

会
教
育
委
員
長
の
祝
辞
や
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
後
、
今
津
忠
能

先
生
の

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
と

題
し
た
記
念
講
演
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。 

受

講

上

の

注

意

一
、
開
講
日
時
を
ま
ち
が
わ
主
い

。

二
、
会
場
の
設
営
か
た
づ
け
は
受
講

者
が
責
任
を
も
っ
。

三
、
特
に

戸
じ
ま
り
、
火
の
し
ま
っ

に
は
十
分
気
を
つ
け
る
。

凶
、
出
席
簿
に
し
る
し
を
つ
け
る
。

五
、
何
か
問
題
を
も

っ
て
の
ぞ
む
。 

六
、
他

の
人
と
出
席
交
代
す
る
と
き

は
連
絡
す
る
。

7

l

七
、
会
場
は
福
祉
セ
ン 

を
主
主

会
場
と
す
る
が
老
人
い
こ
い
の
家

等
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で

気
を
つ
け
る
。

八
、
交
通
事
故
に
丸
を
つ
け
る
。

九
、
健
康
に
気
を
つ
け
る 

U

十
、
筆
記
用
具
は
も

っ
て
く
る
。

何
事
を
始
め
て
も
、

二
年
目
と
い

う
の
は
慨
し
い
も
の
で
あ
る
。
初
め

の
う
ち
は
、
気
合
い
も
掛
か
っ
て
い

る
し
、
物
珍
し
き
も
手
伝
っ
て
人
は

集

っ
て
く
れ
る
け
れ
ど
も
、
二
年
目

に
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
は

な
い
か
と
心
配
す
る
。

と
り
わ
け
、
こ
の
社
会
総
合
大
学

の
よ
う
に
、
不
特
定
多
数
の
人
び
と

を
対
象
に
す
る
場
合
に
は
、
主
お
さ

ら
そ
の
感
が
深
い
の
で
あ
る
。
つ
ま

り、

二
年
目
の
節
(
ふ
し
)
を
迎
え

た
と
い
う
認
識
が
必
要
だ
と
思
う
。

と
は
思
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は

こ
れ
が
杷
変 

(
き
ゅ
う
)
で
あ

っ
て

欲
し
い
し
、
取
り
越
し
苦
労
で
あ

っ

て
欲
し
い
と
願
う
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
機
会
を
二
年

自
の
飛
限
発
展
の
足
掛
か
り
に
し
て

も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

伎
み
よ
い
町
づ
く
り
は
、
住
民
の

「和
」
に
あ
る
と
思
う
。

こ
の
社
会

総
合
大
学
が
、
住
民
の
「
和
」
の
「
輪
」

を
広
げ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
な

っ
て
、
し

っ
か
り
と

恨
を
お
ろ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

\~ 
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(3) 第85号� -IJ込 ずつ つ ら 昭和52年� 7月� 1日

昭
和
五
十
二
年
度

。

昭
和
五
十
二
年
度
の
保
険
税
が

確
定
し
ま
し
た
。
課
税
の
総
額
は
、

九
千
二
十
八
万
八
千
円
で
、
前
年
と

比
べ
て
約
十
七
れ
の
納
額
と
な
り
ま

し
た
。町

で
は
、
経
消

の
不
況
、
み
か
ん

産
業
の
斜
陽
化
の
中
で
、
昭
和
五
十

二
年
度
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
各

昭和52年度の保険税率

組
補
助
率
の
引
上
げ
一
安
求
繰
越
金


の
充
当
な
ど
、
被
保
険
者
の
負
担
の


軽
減
に
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が


な
お
、
相
当
頒
の
不
足
が
見
込
ま
れ


や
む
な
く
町
議
会
の
議
決
を
得
て
、


前
年
対
比
十
七
訂
の
保
険
税
の
引
上


げ
を
行
い
ま
し
た
。


参
考
ま
で
に

一
世
情
当
り
の
調
定

額
な
ど
を
み
て
み
ま
す
と
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

激
情
し
て
い
ま
し
た
が
、
円
取
近
の
医

療
叫
は
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
老
人
医

七
月
十
日
は

療
伐
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
件
当
リ

の
日
数
、
一
人
当
り
の
徒
刑
判
州
首
守
医

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

山
市
聞
で
や
や
孫
ち
つ
き
の
傾
向
に
あ

明
る
い
選
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
民
各
位
の
間

保
事
業
に
付
し
て
の
田
町
解
と
協
力
の

。

こ

の
選
挙
で
、
新
し
く
選
挙
人

公
会
堂
で
す
。

結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
方
は
、

②

横

瀬

・

中
山
地
区
は
、
勝
浦
町

今
後
の
同
保
巡
営
に
つ
い
て
は
、

①
昭
和
丘
十
二
年
三
月
十
五
日
以

内
同
協
選
果
場
で
す
。

情
報
活
動
の
強
化
、
資
徳
一
佐
倉
、
レ

前
に
転
入
さ
れ
て
引
き
統
い
て
勝

。

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
、

セ
ブ
ト
の
点
検
調
査
の
励
行
、
被
保

浦
町
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
。

午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

険
者
の
適
正
受
診
指
呼
な
と
、
国
保

②

昭

和
三
十
二
年
七
月
十

一
日
以

た
だ
し
、
立
川
地
区
は
、
午
前
七

の
健
全
財
政
、
維
持
発
展
に

さ
ら
に

前
に
生
れ
た
方
。

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
な
っ
て

努
力
を
訊
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

い
ま
す
。

す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

七
月
六
日
ま
で
に
投
誤
用
紙
な
ど

。

選
挙
に
関
す
や
お
問
い
合
せ
は

て
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
梢
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
只

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

選
挙
公
報
は
、
七
月

二
目
前
後

会
へ
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ

一

一.
3

一

一よ・-一一
一

一躍

一

一億

一

一国
一

。

次

に
保
険
制
悦
ホ
は
次
の
よ
う
に

確
定
し
て
い
ま
す
。

所得にかかるもの� 100分の4.6

資産にかかるもの� 100分の48.9

被保険者� l人当り� 7，400円� 

l 世 帯 当 り �  10，400円

。。
に
、
入
場
券
と

一
緒
に
郵
便
で

禁
、
い

。

お
送
り
し
ま
す
。

。

三
な
い
運
動
の
表
札
は
、
各
戸

民
の
仕
事
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
で
、

地
策
の
た
め
の
資
料
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。
調
査
員
が
七
月
十
一
日
以
降

に
翻
査
世
帯
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
が
課
税
の
た
め
に
使

わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。

国
保
事
業
は
、
国
の
補
助
金
、

保
険
税
、
そ
の
他
の
収
入
な
ど
に
よ

っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
約
九
十
日
/
け
が
保
険
給
付
利
引
に
あ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
代
は
、
毎
年

で
掲
げ
て
い
た
だ
い
て
、
ぜ
ひ
明

る
い
選
挙
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

同国

交
恭
好
が
変
わ
っ
と
升
立
、
大

l

i

 -
-
F
3
i
J
J
F
l
;

の
と
お
り
で
す
。
当
日
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い

。

①

立

川

会

地
区
は
、
新
し
い
立
川

、、� 
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二
の
一
束
で
ぽ
〈
も
私
も
政
治
参
加

O
勝
浦
町
の
世
管
当

り
調
定
傾
は
上
の
表

の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
額
は

、
県
下
五

市
町
村
の
高
い
順

昭
和
五
十
二
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

で
十
三
番
目
、
ま
た


一
人
当
り
で
は
~
高
い


順
か
ら
二
十
四
番
に

来
三
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

同
町
民
の
ヰ
で
ふ
だ
ん
働
い
て
い
る
人
、

あ
り
ま
す
。

家
事
や
通
学
を
し
て
い
る
人
な
ど
国

調定額�  51年度� 52年度

勝� 

浦
町� 

1世幣当り� 

l人当り�  

60，330 

16，870 

71，880 

19，080 

幸置昏百� 
ν、� 
町T 

l世帯当り

l人当り�  

~〆 

~ 
98，970 

29，320 

苫千昏て

"、 
匝T

県� 
平
均� 

1世帯当り� 

l人当り�  

l世帯当り� 

l人当り�  

~〆 

~ 
54，330 

17，080 

34，030 

10，140 

65，210 

20，670 

n
H
V
3

nHHU

。
�
 。。� 
nHHU
。。
�
 

川
�
 

n
Hu
o
o
n

u
o
o
nHHυ

調
査
日
七
月
一
日
現
在

調
査
区
坂
本
(
平
野
)
、

久
国
(
西
)
、
星
川
合
(
東
)

』
の
調
査
は
、
昭
和
三
十
一
年
以

我
が
国
の
経
済
や
雇
用
に
関
す
る

昭和52年度の国保税認定額

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和五十二年度
国民健康保険税決まる
引上率十七パーセント
国保だより
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定
例
行
政
相
談
別
の
開
設
に
あ
た
っ
て

行
政
相
談
委
員

中

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
に
関
す

る
国
民
の
苦
情
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
を
促
進
し
、
行
政
の
民
主
化
、

能
率
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
三
十
年
か
ら
行
政
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
政
相
談
は
、
各
行
政
機
関

が
自
ら
所
掌
す
る
業
務
に
つ
い
て
行

っ
て
い
る
行
政
相
談
と
は
異
な
り
、

国
の
行
政
機
関
の
業
務
か
ら
、
国
鉄
・

電
々
公
社
等
特
殊
法
人
の
業
務
及
び

都
道
府
県
・
市
町
村
に
対
す
る
固
め

委
任
又
は
補
助
に
係
る
業
務
に
至
る

キす

ま
で
、
国
民
か
ら
の
申
し
出
に
応
じ

て
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
必
要

な
あ
っ
せ
ん
等
を
行
っ
て
苦
情
の
解

決
を
促
進
す
る
も
の
で
、
そ
の
取
扱

節
凶
は
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
申
出
入
と
関
係
行


政
機
関
と
の
聞
に
立
っ
て
、
第
三
者


的
立
場
か
ら
苦
情
な

ど
の
解
決
を
図


る
関
係
上
、
申
出
入
が
処
理
結
果
を


公
平
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
こ


と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。


こ
の
よ
う
な
行
政
相
談
の
窓
口
は
、

県
庁
所
在
地
に
設
註
さ
れ
て
い
る
管

区
又
は
、
地
方
行
政
弘
察
局
に
開
設

さ
れ
常
時
行
政
相
絞
め
受
け
付
け
を

し
て
い
る
ほ
か
、
全
国
の
市
区
町
村

単
位
に
原
則
と
し
て

一
名
以
上
の
行

政
相
談
委
員
を
配
世
し
て
、
国
民
が

身
近
な
所
で
気
軽
に
利
刑
で
き
る
よ

協
議
会
副
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上

に
当
局
の
指
導
を
得
ら
れ
る
機
会
に

恵
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど

う

か

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
を
か
け
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

@
七
月
の
定
例
行
政
相
談

七
月
八
日
午
後

一
時 
1

三
時
ま
で

小 き

松
島
勝
浦
地
区
農
村

と
ニ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

。 

相
談
員

徳
島
行
政
監
察
局

副
監
察
官
大
塚
重
美

行
政
相
談
委
員中

村
芳
生

役
員
さ
ん
紹
介

と
昭
和
五
十
二
年
度

/
l
L

青
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会

長

中
西
茂
人 

(
勝

浦 

)


副

会

長

阿
部
省

一
(
上

勝
)


中

村

情 

(勝

浦 

)

会

計

上
回
普

一

(勝

浦 

)

事
務
局
長

田
村
滋
二

(

上

勝

)

事
務
次
長

稲
田
明
弘 

(勝

浦 

)

監

査 

鹿
山
国
男

(上

勝
)

町

職

員

の

人

事

異

動


う
に
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
、
要
望
、
意
見
の
あ
る
方

は
、
気
軽
に
地
元
の
行
政
相
談
委
員

か
、
徳
島
行
政
院
察
局
の
行
政
相
談

所
へ
お
中
出
く
だ
き
れ
ば
、
無
料
で

取
り
扱
い
ま
す
し
、
ま
た
、
自
分
の

名
前
を
出
し
た
く
な
い
方
、
申
し
出

の
内
容
を
秘
密
に
さ
れ
た
い
方
に
つ

い
て
も
、
ご
希
望
に
添
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
常
時
行
政
相
談
の

ほ
か
に
、
木
年
度
の
徳
島
行
政
民
察

局
の
業
務
運
営
方
針
に
よ
勺
て
、
全

行
政
相
談
委
員
が
毎
月

一
回
以
上
定

例
相
談
所
を
開
設
す
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
勝
浦
町
で
も
毎

月
第
二
金
曜
日
を
定
例
行
政
相
談
日

と
し
て
、
当
日
午
後
一
時
か
ら
三一
時

ま
で
住
民
福
祉
セ
ン
タ
で
開
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

{
疋
例
相
談
日
に
は
、
私
の
ほ
か
に

徳
品
行
政
監
察
局
の
係
{
日
も
出
席
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

ご
利
用
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
立

見
や
、
}
要
望
が
国
や
地
方
の
行
政
に

反
映
さ
れ
て
ゆ
く
よ
っ
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

主
お
、
私
は
行
政
相
談
委

μ
と
し

て
ま
こ
と
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
か
ら
徳
弘
行
政
相
談
委
以
協
議

会
会
長
、
凹
同
行
政
相
談
委
以
迎
合

'-----

、、戸� 

芳

生

O
同
和
対
策
課

課

長

平

山

抽
郁
夫
州
佐
松
浦

係

長

信

政

係

長

桂

木

技

師

納

戸

川

技
師
補

玉
置 

産

業

諜

課
長
補
佐
西
野

主

事

補

大

出

番

記

松

下

建

設

課

課

長

橋
本

主

幹

野

口

係

長

秋

本

主

市

中

石

尾

議
会
事
務
局

O

主
市
中
石
合
サ
キ
ヱ
(
総
務
諜
)

局

長

山

海 

主
…
山
中
補
山
口
和
紀
宣
(
時 

明
腕
)

教
育
委
員
会

主

幹

間

本

病
院
事
務
局

O、一
土
事

椛

勝
浦

ニ
ュ 

グ
リ
ー
ン

、王
手
補

鶴

岡

i

J

o o O

町
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
六

月
一
日
付
を
も

っ
て
、
企
画
開
発
課

を
廃
止
、
ま
た
果
樹
広
域
主
産
地
形

成
事
業
の
終
了
に
伴
い
股
業
技
術
セ

ン
タ
が
産
業
課
に
統
合
さ
れ
、
次

の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任
で
す
。

総

務

課

玉

事

大

岡

恵

子 

(
住
民
仇
世
ボ 

)

主
事
補
谷
添
美
津
子
(
税
務
保
険
株
)

税
務
保
険
課


課

長

清

水

秀

治 

(
辺

政

線 

)


主

事

補

今

川

和

人

(

建

設

課

)


主
宰

補

藤

田

都

(
時
叫

蹴 

)


主
事

補

前

田

晃

司
(
住
民
悩
祉
諜 

)
 

住
民
福
祉
課

課
長
竹
田
貞
美
(
税
務
保
険
課
)

O O O

役
員
さ
ん
紹
介

昭
和
五
十
二
年
度

麓
(
住
尽
福
祉
制
桝
)

一
博
(
建
設
秘
)

等 
(
企
画
開
発
課
)

勲 
(
連

放

線

)

茂

一
(
建

設

株

)

守
(建

設

課

)

仁
美
(噌
品
川
川
崎
市
)

信
明
(
税
務
保
険
課
)

義
和 
(哨
ほ
品
川
市
)

山知
亘
(
企
回
開
発
掛
)

一
美
(
機
会
事
務
局
)

正
(企
凶
開
発
諜
)

治
美
(
企
間
開
発
課
)

公
雄
(
晴
山
崎
吋
川
崎

政

市
(
同
和
対
策
謀
)

敏 
(
税
務
保
険
制
僻

泰
子 
(
総

務

課

~m 

会

長

副

会

長

会

社

事

務

局

民

査

ク
ラ
ブ
役
員

中

村

倍 

(横

補
鵬
判
官
明
久
(
星

岡
田
定
住

(早

福
田
明
弘

(沼

坪
井
秀
敏
(
石

中
西
茂
人

(星

上
回
善

一

(中

山谷「京江谷谷瀬

問

敏
鎌

一
郎 

(勝

浦 

)

武
田
治
雄 

(勝

浦 

)

松
田
敏
弘 

(小
松
臼
)
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スタンプ
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線
方
が
案
外
多
い
よ
う
で
す
。

原
因
は
、

身
体
的
な
も
の
と
、
精

神
的
な
も
の
の

二
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
症
候
を
示
す
子
供
の
大

半
は
、
特
に
身
体
的
な
欠
陥
の
あ
る

子
は
い
な
い
よ
う
で
、
両
親
の
養
育

態
度
に
深
い
関
係
が
あ
る

こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
ね
し
ょ
の
く
せ
が
あ
り

ま
す
と
、
親
は
そ
の
点
を
意
識
す
る

た
め
、
神
経
質
に
な
り
、
か
え
っ
て

子
供
が
自
分
の
く
せ
を
意
識
し
す
ぎ

て
し
ま
い
、
精
神
的
緊
張
を
強
め
て

ま
す
ま
す
国
務
さ
せ
て
し
ま
う
と
い

っ
た
悪
循
環
を
く
り
返
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

対
症
療
法
と
し
て
は
、
「
お
ね
し
ょ
」

し
て
も
、
し
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
し
か
っ
た
り
、
夜
起
こ

し
て
さ
せ
た
り
し
て
問
題
を
綾
雑
に

し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

夜
起
こ
し
て
さ
せ
る
場
合
は
、
夢

う
つ
つ
で
は
な
く
、
は

っ
き
り
と
目

を
さ
ま
さ
せ
る
こ
と
が
披
も
大
切
で
、

夢
う
つ
つ
で
す
と
、
便
所
と
寝
床
と

の
区
別
が
つ
か
ず
、
無
意
識
に
す
る

ク
セ
が
だ
ん
だ
ん
つ
く
ら
れ
て
、
「
お

ね
し
ょ
」
の
習
慣
を
強
化
し
て
い
る

げ
て
み
ま
し
た
。

し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る
「
お
ね
し
ょ
」

は
、
幼
児
、
学
輩
期
に
多
い
症
候
で
、

こ
れ
で
悩
ん
で
い

ら
っ

し
ゃ
る
お
母

-支
撃
一山ムの
話

夜
間
、
睡
眠
中
に
尿
を
失
祭
し
て

結
果
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
し
か
る

こ
と
は
、
子
供
を
緊
張
さ
せ
、
失
敗

を
繰
り
返
す
結
果
に
な
り
ま
す
。

子
供
は
、
あ
ま
り
干
渉
し
て
か
わ

い
が
り
す 
ν
さ
る
の
も
い
け
な
い
し
、

無
関
心
で
放

っ
た
ら
か
し
て
お
く
の

も
い
け
ま
せ
ん
。
発
迷
過
程
に
そ

っ

て
、
そ
の
子
の
発
達
を
よ
り
よ
く
伸

ば
し
て
い
く
よ
う
に
、
周
囲
の
大
人

が
い
た
わ
り
あ
る
態
度
で
按
し
、
日

常
生
活
に
自
信
を
も
た
せ
る
よ
う
指

子
供
の
健
康
と
発
事 

に
と
っ
て
大

H

導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、

母
親
が
極
め
て
神
経
質

で
、
注
意
深
く
あ
れ
こ
れ
指
導
し
た

り
、
大
学
病
院
へ
相
談
に

い
く
、
な

ど
し
て
も
、
全
く
効
果
が
な
か
っ
た

「
お
ね
し
ょ
」
が
、
母
親
が
、
し
た

ら
し
た
で
よ
い
と
い
う
考
え
に
「
お

ね
し
ょ
」
を
窓
織
か
ら
除
い
た
ら
、

よ
く
な
っ
た
と
い
う
実
例
が
あ
る
よ

う
に
両
親
の
、
と
く
に
母
視
の
意
識

過
剰
に
も
大
き
な
原
因
が
ひ
そ
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
子
供

の
意
識
を
別
の
商
に
そ
ら
し
て
ゆ
く

と
い
う
工
夫
も
大
事
な
治
療
法
に
な

る
わ
け
で
す
。 

妙。

一杏円一

一教一
一時一

一幼一

虫
歯
は
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
中
で

一
番
多
く
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
乳
児
の
虫
歯
は
重
大
で
す
。
そ

こ
で
乳
幽
の
虫
歯
に
つ
い
て
と
り
あ

切
な
乳
歯
も
、
永
久
歯
に
比
べ
抵
抗

力
が
弱
く
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で

す
。
そ
し
て
虫
闘
に
な
る
と
す
ぐ
に

歯
髄
の
化
膿
を
お
こ
し
て
治
療
が
凶

錐
に
な
る
の
で
、
乳
歯
で
は
特
に
虫

歯
の
始
ま
り
に
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

乳
品
闘
は
、
統
計
に
よ
る
と
、
満

一

歳
で
は
や
く
も
虫
簡
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
は
歯
の
形
成
の
悪

い
子
供
の
場
合
で
普
通
は
、

二
歳
に

な
る
頃
か
ら
虫
歯
の
者
が
急
に
増
え

三
歳
に
な
る
と
、
十
人
中
八
人
が
虫

歯
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

一
歳
か
ら

二
歳
ご
ろ
の
注
意
と
予
防

が
望
ま
し
い
の
で
す
。

こ
の
時
期
に

適
切
な
処
置
が
行
な
わ
れ
な
い
と
さ

ら
に
重
症
虫
幽
と
い
わ
れ
る
ひ
ど
い

虫
歯
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
健
康
と

発
育
に
忠
わ
ぬ
ん
告
を
お
よ
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ム÷

供

2
ン

歯 
ぐヘ 康

ヱ|

己 lliIJ

乳
児
の
重
症
虫
歯
に
よ
る
食
物

の

そ
し
ゃ
く
障
筈
は
、
似
食
や
慢
性
的

栄
養
欠
か
ん
を
き
た
す

の
で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
簡

の
桜
が
化
膿
し
て
は
れ
る
よ
う
な
ひ

と
い
虫
幽
か
ら
腎
臓
炎
や
リ
ウ 
7

チ
熱
な
ど
全
身
の
病
気
を
ひ
き
お
、
」

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
乳
歯
の

虫
備
の
ん
告
は
意
外
に
大
き
い
の
で
す 
υ

さ
ら
に
乳
歯
の
虫
幽
か

ら
乳
散
の
は

た
ら
き
に
交
際
を
き
た
し
て
氷
久
的

の
州
並
び
ゃ
、
か
み
合
せ

の
不
正
を

お
こ
し
た
り
、
氷
久
品
聞
の
発
育
を
障

害
し
た
り
し
ま
す
。

子
ど
も
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
乳
歯
を
虫
歯
の
犠
牲
に
し

な
い
よ
う
に
早
く
か
ら
予
防
と
手
当

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
回
は
こ
の
予
防
と
手
当
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

育
児
講
座
の
ご
案
内

テ
レ
ビ
の
コ 
7

シ
ャ
ル
に

、
「腕


白
で
も
い
い
・
-
」
と
い
う
の
が
あ


り
ま
す
が
、
丈
夫
に
育

っ
た
ら
育
っ


た
で
ま
た
別
の
欲
が
出
て
、
と
い
う


具
合
に
な
か
な
か
難
か
し
い
の
が
育


児
で
す
。


そ
こ
で
、
若
い
お
母
さ
ん
方
の
た

め
に
「
育
児
あ
れ
こ
れ
」
に
つ
い
て

v
の
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
機
会
を

一-、

一
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の
…

一

開

講

案

内

…

ナ
イ
タ
ー
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ

一

…
|
ル
の
ン 

ズ
ン
が
来
ま
し
た
。 

… 

…

と
く
に
女
性
の
方
は
、
地
区 

…

一

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

叩

…
で
、

「
手
が
足
り
ん
か
ら
ち
ょ

っ 

…

一

と
」
と
引

っ
張
り
出
さ
れ
る
こ

一 

…

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一

そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
と
い

一 

…

う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

中 

…

多
く
の
女
性
の
方
に
ソ
フ
ト
ポ 

…

一

|
ル
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

叩 

…

め
に
、
「
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教 

…

一

室
」
を
開
き
ま
す
。

一

一

受
講
ご
希
望
の
方
は

、
教
育

一

一

委
員
会
ま
で
ど
ん
ど
ん
申
し
込 

… 

…

ん
で
く
だ
さ
い

。
日
程
な
ど
の

山 

…

詳
し
い
こ
と
は
後
日
連
絡
し
ま 

… 

…

す
。

一

っ
く
り
ま
し
た
。

講
師
に
お
迎
、
え
す
る
の
は
、
内
藤

秀
七
先
生
で
す
。
き

っ
と
い
い
お
話

が
聞
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
講
演
の
後
で
母
子
保
健
グ
ル

ー
プ
活
動
の
座
談
会
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

シ

」

美 

七
月
十
八
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
十
二
時
半
ま

で

と

ろ

福
初
セ
ン
タ

三
階

主

催

勝
浦
町

・
小
松
島
保
健

所

E

C

l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おねしょ（夜尿症）の話
幼児教育

MUS04
テキストボックス
子供の健康ムシ歯（う歯）
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A
m

摘
三
十 

果
l

農

作


か
ん
‘

腰
に
つ
け
、
見
つ
け
次
第
切
り
認
と

す
よ
う
に
心
掛
け
る
。

な
お
、
山
間
部
や
若
木
で
そ
う
か

病
の
発
生
の
多
い
闘
で
は
メ
ル
ク
デ

ラ
ン
千
倍
液
と
す
る
。

-
ハ
ダ

ニ
は
発
生
初
期
に
ダ
ニ
カ
ッ

ト
乳
剤
千
倍
液
を
て
い
ね
い
に
散
布

す
る
。

-
エ
カ
キ
ム
ン
は
夏
芽
発
生
初
期
か

ら
伸
長
期
間
中
、
五

1
七
日
間
隔
で

ア
ッ
パ
ー
水
和
剤
千
倍
液
を
散
布
す

A
V
。

-
ツ
ノ
ロ
ウ
ム
シ
に
は
中
旬
に
ス
プ

ラ
サ
イ
ド
乳
剤
千
五
百
倍
液
を
散
布

す
る
。

土
猿
管
理

-
乾
燥
期
に
入
る
と
と
も
に
草
刈
り

先
月
に
行
っ
た
摘
果
剤
散
布
の
効

果
は
ど
う
で
し
た
か
。
今
月
か
ら
九

月
い
っ
ぱ
い
人
力
に
よ
る
摘
果
を
強

力
に
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。
適
正
な

着
果
量
は
最
終
的
に
早
生
で
健
全
業

三
十
五
葉
程
度
に

一
果
、
普

通
で
二
十 
1
二
十
五
葉
に
一
果
、
十

万
温
州
で
は
四
十
楽
に
一
采
が
最
も

良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

摘
来
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

①
極
端
に
消
来
が
多
く
、
明
ら
か
に

隔
年
結
果
を
す
る
と
予
想
さ
れ
る
樹
。

こ
の
よ
う
な
樹
で
は
、
校
別
摘
果

を
行
い
ま
す
。
一
樹
の
う
ち
太
校
三 

1
五
本
の
校
を
決
め
こ
の
校
に
つ
い

て
い
る
果
実
を
す
べ
て
早
日
に
取
っ

て
し
ま
う
+
刀
法
で
す
。
こ
の
方
法
で

は
摘
果
後
に
一変
芽
の
発
生
が
あ
り
ま

す
の
で
、
エ
カ
キ
ム
ン
の
防
除
を
行

い
健
全
に
出 

て
ま
す
と
来
年
は
こ
の

H

校
に
確
実
に
花
を
つ
け
ま
す
。

②
①
以
外
の
樹
で
は
、
特
に
か
た

ま
っ
て
成

っ
て
い
る
川
市
実
や
、
阪
小

果
、
病
虫
害
被
害
果
等
を
中
心
に
さ

つ
と
ひ
と
と
お
り
の
荒
摘
果
を
行

っ

て
く
だ
さ
い
。
本
年
は
、
特
に
摘
果

運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

に
推
進
期
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

@
本
年
の
摘
果
推
進
期
間

六
月
五
日 
1
九
月
三
十
日 

0
薬
剤
摘
果
推
進
強
調
期
間

O

六
月
五
日 

六
月
二
十
日 

i

荒
摘
果
推
進
強
調
期
間

七
月
一
日 
1
七
月
二
十
日 

O
仕
上
げ
摘
果
推
進
強
調
期
間

O

八
月
一
日 
1
八
月
十
五
日

樹
上
選
果
推
進
強
調
期
間

九
月
一
日 
1
九
月
三
十
日

病
虫
害
防
除

M

を
行
う
か
、
ゲ
ザ
パ
ッ
ク
ス
乳
剤

一-

散
布
を
行
う
。
ダ
イ
フ
ア
|
四
百
倍

五 

μ
を
水

二

百
以
に
う
す
め
て
散

ダ
イ
フ
ア
|
八
百
倍

布
す
る
。

-
潟
水
は
、
乾
燥
期
に
入
り
十
五
日

後
に
第
一
回
目
を
行
い
、
以
降
十
日

-
こ
く
て
ん
病
に
は
ダ
イ
セ
ン
類
の

液
、
ま
た
は

液
(
殺
虫
剤
と
混
用
の
時
は
六
百
倍
)

を
散
布
す
る
。
こ
の
病
気
は
あ
る
一

{
疋
の
時
期
に
決
っ
た
薬
剤
を
散
布
す

れ
ば
完
全
に
防
げ
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
降
雨
時
期
、
降
雨

量
、
降
雨
継
続
時
間
等
を
考
え
防
除

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

J
お
お
む
ね
、
前
回
散
布
か
ら
二
百 

以
上
の
雨
が
あ

っ
た
時
、
ま
た
は

悶
が
な
く
て
も
四
週
間
を
経
過
し
た

ら
次
の
散
布
を
行
う
の
が
よ
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
く
て
ん
病

の
発
生
源
と
な
る
枯
れ
校
が
本
年
は

特
に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

a

農
作
業
中
は
常
に
せ
ん 
元
パ
サ
ミ
を

せz

がけの上に水をためたり
流した� qすること

ロコ
がけの上に土を民主ること

に
一
回
の
割
合
で
二
十
ミ
リ
程
度
行
う
。 

'つ

め� 

-
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
ン
は
中
・

下
旬
に
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
水
和
剤
千
五

百
倍
液
を
散
布
す
る
。 

-
ツ
ノ
ロ
ウ
ム
シ
は
上
・
中
旬
に
ス

プ
ラ
サ
イ
ト
水
和
剤
千
五
百
倍
液
を

散
布
す
る
。

、』

がけ崩れ災害をなくしましょう
ー予防策を早めに---ー� 

。がけが崩れの予知

長い雨や強い雨が降りますとがけ崩れはおこります。

特に危険ながけは�  
0*傾斜角が30Cをこえるがけ�  

¥一 $.t鋭台の長則予報では、ニとしは大� f朽のおそれがある *高きが 5m以上のがけ�  
あなたの宅地近くにガケ くずれや土砂くずれなど危険 *斜面に凸凹があるがけな側所はありませんか 。� 

* おおいか.J-:さっているカ汁ナ� 
Oこんなニとはやめましょう *雨や水が大量にJtまるがけ� 

*土地や石績に普IJれ自のあるがけ�  

* 普 く ず れ た が け や そ の 附 近 の が け �  

*切ったり成ったりしたがけ�  

*表土の厚いがけ

本 かたい岩でも制れ自の多いがけ

あなたにも出来る防災の心千尋。� 
Oあなたにも出来る簡単な防災措置 がけの周辺を見廻り、次のようなことを早めに行ないましょう。� 

*水路の掃除�  

在百ヲム由� * 雨水などをがけに流さないよ うにする� 
A 岨仇

くずれそうな土砂を

とり除〈
並 グ 立

*風で地盤をゆさぶる大木を切る�  

* 不安定な土塊を切りとる�  

* 木や板の櫛や石械をする�  

* ビニ ー� jレ等でがけを覆い雨水の浸透を防ぐ

本 構造物の異常は修理補強する

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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M
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四
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D
ア
ミ
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拐

0U 

土用干し期回t直均j 出糖、期品種 穂肥WI ~-*-品
日1)' 7月� 16日� H 日 同日

ヤマピコ� 6
月日�  

12 8 23 20 17 30 

日本日肯� 6. 12 8 20 
r一 14la 月' 27 7 12 

7 17 ~コトブキモ千� 6. 12 8 24 7 3121 

サチワヂリ� 
7~22l5v  4n6. 12 8. 28 

7~23 10719 3アケ ボ� / 16 12 

十
五
式
の
ボ
ル
ド
ー
液
、
ま
た
は

水
和
剤
千
五
百
倍
液

H
J

日 
当
り
堆
肥
二
百

l

頃
(
有
効
分
け
つ

終
止
期
)
に
二
|

を
欣
布
す
る
よ
別
表
参
照

)
な
お

、

乞
つ
け
る
。

-
摘
果

チ
ュ
ウ
。

、
」
》
』。

7.l< 

防

除� 

:14税!
のがl

IIH く� 

~ JJ!.出

け
十
五 

イ
八
日
〆角
に
浅
制
し
、
十

i

る青少年の人格形成に大きな悪影響i

を与えることはいうまで� Lありませ

ん。

背少年を守るためにわたしとあな

たと，そして地域の方々や関係機関

の協力て¥よい環境づくりに努めま

本
年
は
特
に
着
果
が
多
く
小
玉
栄

が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。
臨
時
間
明
け

別表 各品種別の生育と作業適期

青少年を守るために有害環境を追放しょ つ 一環境浄化運動ー

よい環境のなかで
不良図書 を追放しよう 低俗な広告を追放しよう 青少年を育てましょう

みんながいっしょになって青少年

の健全育成のために，つぎのことに

気をつけましょう。� 

O青 少年に好ましくない本は立ち読

みさせないように�  

O青少年に好ましくない本は， 売ら

なし、ように� 

O好 ましくない本は.成人コ ナー

を設けて別に陳列するように� 

平面F〈十�  

F己干L 
J'I ¥ 
f'TrlY 
う卜
(日
早Ij l須
表 に
参軽�  

しょう。

伸びる子によい友
よい親，よい環境

か
ら
一
結
果
枝
に

一 

二
果、

i

一一来

分
減
水
す
る
。

治
活
ま
で
は
カ
ン
レ
イ
シ
ヤ
主
ど

で
目
視
を
し
、

一
日
数
同
業
水
を
か

け
る
。

病
害
虫
防
除

前
月
に
引
き
続
き
、
ウ
ド
ン
コ
病
‘

芽
線
虫
、
班
点
病
、
ヨ
ト
ウ
ム
ン
の

あ
た
り
十
五

1
二
十
葉
を
基
単
と
し
、

上
向
柴
(
果
実
が
直
接
太
陽
に
あ
た

有害環境が心身ともに成長期にあ

る
)
や
、
奇
型
果
、
小
王
国
市
等
を
中

心
に
早
目
に
行
う
。 

-
た
ん
そ
病
発
生
の
多
い
闘
で
は
三 

防
除
に
努
め
る
が
、
古
川
組
問
な
の
で

ト
ッ
プ
ジ
ン 

l

炭
そ
病
に
庄
窓
し
オ 

ソ
サ
イ
ド
五

を
散
布
す
る
。

百
倍
、
ダ
イ
ホ
ル
タ
ン
、
ダ
コ
ニ
|

ル
八
百
倍
な
ど
を
七
日
お
き
に
数
回

散
布
、
梅
雨
時
の
根
腐
れ
や
乾
燥
時

の
ハ
ダ
ニ
に
も
注 
泌
す
る
。 

t

ウ
ン
カ
、

ヨ
コ
バ
イ
、

二
化
メ

イ 

家
庭
菜
園

イ

チ

、コ

先
月
末
に
防
除
の
出
来
て
い
な
い

梅
雨
に
よ
る
土
撲
の
回
結
と
ハ
ネ

水
田
で
は
で
き
る
だ
け
早
く
ミ
プ
ジ

移
植
床
の
準
備

カ
エ
リ
を
防
ぐ
た
め
敷
き
わ
ら
を
厚

ノ
ン
粒
剤
三
誌
、
ま
た
は
ス
ミ
ナ
ッ

7
粉
剤
三
伊
却
を
散
布
す
る
。

く
す
る
。
各
併
の
病
室 
を
多
発
す
る

E

肥
ょ
く
で
排
水
の
よ
い
土
地
を
十

の
で
ダ
イ
セ
ン
、
ダ
コ
ニ 
l
ル
出
?
乞

l
円 

当
り
、
四
げ
を
準
備
。
肥
料
は
、
一

定
期
散
布
す
る
。

除
草
剤
の
使
用

、
前
吋
配
合
十
七 
J J

、
苦
土
石
灰
十

を
移
舶
、
半
月

困
地
後
三
十 

J前
に
全
層
に
施
し
、
あ
ぜ
巾
一
、
二

μ
の
商
あ
ぜ
と
す
る
。

採
苗
移
植

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
は
七
月
下
旬
、
加

工
イ
チ
ゴ
は
九
月
上
旬
に
移
植
す
る
。

十
円
当

り、

一
万
本
(
加
工
用
は
五

千
本 
)
展
開
業
三 
1
四
枚

の
充
実
し

グ
ラ
キ

|
ル
蚊
削
は
尚
治
同
は
薬
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い

土
用
干
し

二一二コr

た
山
右
前
を
用
い
、
胡
州
株
側

の
ラ
ン
ナ

ー
二 
1
一二
 

'J責主近ボ�  レ/的主傾向の強い，

性を興味 本位で扱った出版物や粗

暴性を助長し，賛美した出版物が町

にはんらんしております。

ニうした不良図書の彬響を受けて.

|主犯罪や暴力行為にはしる青少年が

年々ふえています。

根
を
乾
か

さ
な
い
よ
う
似
鉢
を

つ

〈写
真
は
摘
果
講
習
会
〉

0好ま しくない本は，家庭などに持

横 瀬 駐 在 所ちこまないように

徳島県警察本部

刑事部防犯課

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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